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クールビズ・ウォームビズに関する企業の意識調査 
出典：TDB 景気動向調査（特別企画）ウォームビズに関する企業の意識調査 

（http://www.tdb.co.jp/watching/press/keiki_w0509.html）より抜粋 

 
 

はじめに 
環境省は，「クールビズ」（TDB 調査では 1 万 436 社中

3,873 社，37.1％が実施）に続く秋冬の地球温暖化防止策と

して，2005 年 8 月，「ウォームビズ」を発表した。 
同省は，「暖房に頼り過ぎず，働きやすく暖かく格好よい」

を秋冬の新しいビジネススタイルとして定着させ，室内温

度を 20℃に設定することで，温室効果ガスの排出削減につ

なげる構えだ。 
そこで帝国データバンクでは，2002 年 5 月から毎月行っ

ている TDB 景気動向調査（インターネットリサーチ）にお

いて，「ウォームビズ」に関する企業の意識について調査を

実施した。調査期間は 2005 年 9 月 21 日~30 日。調査対象

は全国 2 万 1,342 社で，有効回答企業数は 1 万 436 社（回

答率 48.9％）。 
（中略） 

「クールビズ」実施は 37.1％，定着を望む声は 66.3％と

導入時から 2 割上昇 
2005 年 9 月末まで実施された「クールビズ」について取

り組み状況を尋ねたところ，「取り組んだ」と回答した企業

は同 37.1％（3,873 社）であった。 
また，「クールビズ」が環境問題への取り組みの 1 つとし

て定着させるべき施策か否かを尋ねたところ，「定着させる

べき」と回答した企業が 66.3％（6,914 社）と過半数を占め

た。2005 年 6 月の「クールビズ」導入時の調査では，「定

着させるべき」との回答が 43.9％（1 万 387 社中 4,557 社）

であったことを考えると，「定着させるべき」との回答が最

終的に 22.4 ポイント増加し 6 割を超えたことは，「みんな

の意識を変えていかなくては

ならない」（土木建築工事，岩

手県），「我々でも出来る事は

少しでも努力していくべき」

（特殊繊維製品製造，石川県）

との声に代表されるように，

2005 年夏の「クールビズ」を

きっかけとして企業の環境意

識が高まり，その効果や必要

性への認識が広がったことを

浮き彫りにしている。 
2006 年以降「クールビズ」

は，2005 年には取り組むこと

が出来なかった大企業やそれ

にかかわる中小企業などにもすそ野が広がり，徐々に浸透

していくことが見込まれる。 
南方 英明（千葉工業大学） 

（平成 18 年 2 月 5 日受付） 

 

 

 
 

 


